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〇前文 
この技術仕様書は、サービスおよび供給の一般管理仕様書（GM3S）[R1]と併せて読むべきものであ

り、[R1]は技術要件の完全な一部を構成します。 
万が一矛盾が生じた場合、技術仕様書の内容が[R1]の内容に優先します。 
 
〇目的 
このセクションの画像は機能を示すためのものであり、提案された解決策が必ずしも類似していると

は限りません。 
本書は、最大 150kg の部品を床から「天井」まで最大 5m の高さで取り扱うためのリフティング設備

の設計および調達、ならびに必要なカスタマイズ/製造に関する技術仕様です。この設備は、トカマク

ピットの全周にわたって使用され、PF5 コイルの上に設置される PF5 コイルクランプの各位置を中

心に配置されます。PF5 コイルクランプは 18 個あります。作業区域とその区域で使用される設備は

ここでは「セグメント」と呼ばれます。 
 
PF はポロイダルフィールド（Poloidal Field）の略です。本技術仕様書においては、磁気コイルの性

質や目的を理解する必要はありません。PF5 は天井として機能し、いくつかの不規則な部分（例え

ば、ネジ付きスタッドが突き出している部分）があります。 
 
スペースの制約により、リフティング設備は足場上に設置され、設置作業員が天井に設置するのに適

した高さで作業を行うことが前提とされています。この技術仕様書は、部品を床から作業足場プラッ

トフォームに持ち上げるための手段、およびプラットフォームから天井に持ち上げるための手段に関

する要件を定義します。 
 
足場のセグメントは範囲に含まれます。足場はフランスの 2004 年 12 月 21 日の政令および推奨事項

R408 の要件を遵守する必要があります。詳細な計算書または製造者のマニュアルによって正当化さ

れるべきです。 
 
本技術仕様書に示されている工具および足場はあくまで参考用であり、部品および作業員を必要な高

さに持ち上げるための他の設備や提案も提出可能です。 
 
図 1 は、このリフティング設備で取り扱う工具部品の例を示しています。レールシステム（緑色のリ

ング、18 セグメント、3 つが示されています）の設置が主な用途の一つです。取り扱う最も重い部品



は約 140kg の重さです。 
 
図 1 :設置されたツールの一例 
（詳細は英文技術仕様書を参照ください） 
 
以下詳細については英文技術仕様書を参照ください。 
 
〇供給の範囲 
本セクションでは、[Ref 1]で定義された契約実行要件に加えて、特定の作業範囲を定義します。 
 
1 供給範囲 
1.1 説明 
契約者は以下の責任を負います： 
 

 高さ、位置、重量の要件を満たすリフティング機器の選定。すべての機器は CE 認証を取得

するものとし、さまざまな解決策の概念設計を提供すること。 
 工具および使用ケースの安全性評価を行い、すべての適用されるフランスおよび欧州の安全

要件を満たすこと。 
 カスタムおよび/またはカスタマイズされた機器の設計。 
 使用する足場上のカスタム/カスタマイズされた機器の構造解析。 
 カスタムおよび/またはカスタマイズされた工具の製造、試験および CE 認証。必要に応じ

て、材料証明書を付けた原材料の調達。 
 高さ、作業高さに合わせたリフティング機器との互換性を持つ作業プラットフォームの高さ

で、幅 0.7m、長さ 2.0m の足場セグメントの設計および供給。供給範囲に含まれる足場セグ

メントはテスト環境で使用され、特別な材料要件はありません。このセグメントは適用され

る規制を遵守しなければならず、例えば、リフティング用に使用するための固定足場である

必要があります。 
 上記の機器一式の供給（足場を含む、確定範囲）。 
 上記の機器一式の追加セットの供給（オプション範囲、足場を除く）。IO は、必要に応じ

て、製造業者からこの機器を独自に購入する権利を保有します。 
 テスト環境における足場およびリフティング機器一式の構成、供給および現場設置。（設置

は、作業許可に応じて、契約者の監督下で IO の技術者と共に行われる場合があります。） 
 スケジュール、製造計画、検査/品質計画を提出し、遵守すること。これらは契約実行中に必

要に応じて更新されるものとします。 
 必要に応じて、工具のメンテナンス/テスト/検査手順を提供すること。納品前に必要な試験

および検査は供給範囲に含まれますが、納品後に実施されるメンテナンス、試験、検査手順

に含まれるものは供給範囲外です。 
 最終受け入れのための「アズビルトデータ」を提供すること。 



 部品に PNI およびシリアル番号を識別し、部品表（BoM）および契約者の識別を提供する

こと。 
 必要に応じた部品の仕上げ；鋼製部品には亜鉛メッキまたは錆止めプライマーおよびカラー

塗装を施し、アルミニウム部品（該当する場合）にはアルマイト処理を施します。必要に応

じて、Molykote D-321 R 潤滑剤で潤滑を行います。 
 出荷および保管のための包装および保護、ならびに保存に関する要件。包装設計は供給者の

範囲内です。購入した部品については、特に合意がない限り、製造業者の包装を提供するも

のとします。 
 ハードウェアの IO サイトへの出荷。 

提供される機器、およびそれに関連する設計、文書、製造に使用されたカスタム工具/治具は、納品時

に IO の所有物となります。工具および治具は契約者によって保管および維持されるものとします。 
提案で提供されたソリューションは、コストおよび使用コストを基準に評価されます。さらに、ソリ

ューションの設置/移動/変更に必要な時間および使用中の時間短縮も評価の対象となります。 
（以下詳細は英文技術仕様書を参照ください） 
 
〇成果物のリストと期限   
契約署名から作業範囲の供給までの最大予想期間は 6 ヶ月です。予想されるスケジュールは、以下の表 1 に

示します： 
 
作業パッ

ケージ 
作業範囲 契約ゲート 予定時期 

（T0+x） 
D 1 キックオフミーティング（T0） Y  
D 2 概念設計レビュー Y T0+4週 
D 3 最終デザインレビュー Y T0+8週 
D 4 製造準備レビュー Y T0+12週 
D 5 出荷書類の納品 Y T0+22週 
D 6 納品 Y T0+24週 

 
 
以下詳細は英文技術仕様書を参照ください 
 
【※ 詳しくは添付の英語版技術仕様書「Technical Specification for Installation Tooling Under PF5 
Coil」をご参照ください。】 
ITER 公式ウェブ http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview からもアクセスが可能です。 
 

「核融合エネルギー研究開発部門」の HP： http://www.fusion.qst.go.jp/ITER/index.html 
では ITER 機構からの各募集（IO 職員募集、IO 外部委託、IO エキスパート募集）を逐次更新してい

ます。ぜひご確認ください。 

http://www.iter.org/org/team/adm/proc/overview

